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合同シンポジウムを終えて 

 

全国頸髄損傷者連絡会 宮野 秀樹 

 

去る 3 月 21 日（土）、川村義肢株式会社本社

（大阪府大東市）大ホールにおいて、全国頸髄損

傷者連絡会と一般社団法人日本リハビリテーシ

ョン工学協会との共同主催で『第 4 回合同シンポ

ジウム“一緒にやろうや！「住」”』を開催しま

した。ユーザーである障がい当事者団体と開発

者・研究者・セラピストといった専門家が同じ目

線で集まり、議論し合う場として始まった「合同

シンポジウム」が 4 回目の開催を迎え、関西では

2009 年に開催した「外に出ようや！－様々なバリ

アを乗り越えて外に出るための工夫－」に続く 2

回目の開催となりました。 

 

今回の合同シンポジウムは「住まう」をテーマ

に、様々な分野の専門家が集まり、よりよい住ま

いづくりのあり方について“一緒に”考えるこ

とを目指したのでタイトルを「一緒にやろう

や！」としました。現状では、車椅子使用者が快

適な生活を送る上で住環境整備は不可欠である

のに、住まいに関する要望、中でも住宅改修には

当事者が満足を得るには多くの課題を抱えてい

ます。「どこに求めれば要望に応えてもらえるの

か？」「どのような住宅が車椅子で住みやすいの

か？」我々障がい者は常に“求める先”がないこ

とに困りながら、そしてこの問題を十分に解消で

きないまま暮らしています。この問題はこれまで

も幾度となく議論され、当事者を中心とした「支

援体制」「関係機関の連携」「ネットワーク作り」

を早急に整備することが必要であることが多く

の関係者の間で認識されながらも、一向に有効な

解決法が確立できずにいました。当事者や支援者

が必要とする情報が十分に行き届いていない現

状を打破するために、あらためてこのシンポジウ

ムは重要なものになると捉えていました。 

 

そして実際には、100 名を超える「住まう」に

関心のある方々が来場されました。頸損者はもと

より他の障がい者やリハ工学関係者、建築や街づ

くり関係者、セラピスト、研究者や学生と様々な

立場の方にご参加いただき、大盛況のシンポジウ

ムとなりました。 

 

シンポジウムでは、住まいづくりに関する話題

提供として神戸学院大学の糟谷佐紀さんから、日

本の障がい者に対する住宅政策の遅れや障がい

者の居住実態についての報告があり、「頸損解体

新書 2010」のデータから見える重度障がい者が住

宅改修する際に生じる情報入手方法の問題や経

済的困難により住宅改修ができていない現状が

指摘されました。兵庫頸髄損傷者連絡会の米田進

一さんからは事例報告として、新築時に相談でき

る機関がなかったという実態、自身の情報収集不

足、設計者との打ち合わせ・コミュニケーション

不足であったことにより反省すべき点が多かっ

たことが報告された。NPO 法人ケアリフォームシ

ステム研究会の井出誠一さんからは、交通事故に

よる頸髄損傷者に対する住宅改修に携わった事

例が報告された。単なる住宅改修にだけ携わるの

ではなく、「そこまでやるか！」というくらい当

事者の視点、家族の視点に立った“人生をリカバ

リーするためのコーディネート”実践を聞くこ

とができ、参加者の関心を大いに引いていました。 

またパネルディスカッションでは、糟谷さんが

コーディネーターとなり、先の話題提供者 2 名と

兵庫頸髄損傷者連絡会の島本卓さん、一般社団法

人日本リハビリテーション工学協会理事の金井

謙介さんが加わって、会場と「住まう」について

の意見交換をしました。障がい者本人が、退院後

の生活をすぐにイメージするのが困難なために、

様々な機関との連携やネットワークを構築でき

るコーディネーターや中間ユーザーが必要だと

いう意見等、有意義な議論の場となりました。 

 

 今回の合同シンポジウムは多業種の参加があ

っただけに、少なくとも問題を残したままにせず、

解決するために連携して動くことが必要だと理

解されたと感じます。ご協力いただいた全ての

方々に感謝申し上げます。 


